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１．はじめに 

 インドセンダン（Azadirachta indica）は抗菌・

殺虫・抗炎症など多様な薬効を持つことから古来

より医療や農業の分野で広く利用されてきた。イ

ンドセンダンから取れるニームオイルの成分中で

もアザジラクチンは殺虫、殺菌、除草作用に優れ

た化合物であり、環境への低負荷といった特性か

ら近年では生物農薬としての応用が期待されてい

る。アザジラクチンにおいて主に殺虫活性を有す

る成分としてアザジラクチンAとアザジラクチン

B の２つのテルペノイドが存在し、これらは昆虫

の前胸腺ホルモンであるエクダイソンとの構造上

の類似から、昆虫の生理機構に働きかけ、産卵抑

制や摂食障害などの効果をもたらすと考えられて

いる 1。しかし、ニームオイルはほぼ全量を海外か

らの輸入に頼っている。こうした背景から、アザ

ジラクチンの安定かつ効率的な生産法の確立が求

められている。本研究では、インドセンダンカル

スにおけるアザジラクチンの生産を促進するため

の最適な培養条件を明らかにすることを目的とす

る。今回はオーキシンとして IAA(インドール-3-
酢酸)、NAA(ナフタレン酢酸)、サイトカイニンと

して BAP(ベンジルアミノプリン)を添加した培地

によるカルス誘導を実施し、カルスの発生に適し

たホルモン濃度を検討した。 
 
２．試料と方法 

２．１カルス誘導 

 インドセンダンの若葉および葉柄に対し、70% 

エタノールで 1 分間超音波処理を行った後、クリ

ーンベンチ内で 2% 次亜塩素酸ナトリウム水溶液

に浸漬させ、滅菌した。葉を切断し、MS 培地上に

静置させた。培地中の植物ホルモンは IAA, NAA 

および BAP の中から、計 18種類の濃度の組み合

わせを用いた(Table 1)。25℃、暗所の条件で培養し

た。ホルモン濃度ごとに n=5 で実施した。 

 

Table 1 培地中の植物ホルモン濃度 

 

２．2カルス継代 

 カルスの発生が良好であった培地において同培

地への継代を実施した。 

 

３．結果と考察 

IAA と BAP の組み合わせでは、IAA 濃度が 1.0 
mg/L であった番号２および 3 で特に高いカルス

の発生率であった(Table 2)。しかしこれらの培地

では不定根形成の傾向が強く現れた(Table 2, Fig. 
1, 2)。 
培地中の BAP 濃度が 2.5 mg/L であった培地 1, 

4, 7 においてカルスの発生率は低くなった。この

ことから IAA に対して、高濃度の BAP はカルス

の発生を抑制することが分かった。 

  NAA を用いた培地 A~I ではで IAA を用いた培

地 1~9 と比較して、不定根の形成は抑制された

(Table 2)。3週間経過時点で、特に B, C, E, F, I の 5

つの培地においてカルスの形成が良好であり、こ 

培地番号 IAA(mg/L) BAP(mg/L) 培地番号 NAA(mg/L) BAP(mg/L)
1 1 2.5 A 5 10
2 1 0.25 B 5 2
3 1 0.025 C 5 0.4
4 0.1 2.5 D 1 10
5 0.1 0.25 E 1 2
6 0.1 0.025 F 1 0.4
7 0.01 2.5 G 0.2 10
8 0.01 0.25 H 0.2 2
9 0.01 0.025 I 0.2 0.4



 

 

Table 2 3週間経過後各培地におけるカルス誘導結

果 

 
 

カルス○：カルス発生, カルス△：カルスわずかに

発生, カルス×：カルス発生なし 

 

 

れらは BAP の濃度が 2 mg/Lまたは 0.4 mg/L であ 

った。例として培地 F の様子を Fig. 4 に示す。BAP

の濃度が 10 mg/L の時は培地 A を除いてカルスの

発生率が低く、培地 A も発生量は他培地と比較し

わずかであった(Fig. 3)。このことから NAA に対

しても、高濃度の BAP はカルスの発生を抑制する

ことが分かった。培地 18種類の中から、特にカル

スの発生が良好であった培地 2, 3, B, C, E, F, I にお

いて継代を実施した。目視で不定根部分は避けて、

カルス部分のみを新しい培地に継代した。その結

果、培地 2, 3 においては、継代実施後も不定根の

形成が確認できた。培地 B, C, E, F, I では、特に培

地 C, F, I において継代後もカルスの生育が良好で

あった。培地 C, F, I において 2 回目の継代を実施

後、不定根は確認していない。以上のことから、

今回カルスの誘導、継代を実施した 18 種類の培

地のうち、カルスの発生・生育に適した培地は培

地 C, F, I であることが分かった。これらの培地は

いずれも BAP の濃度が 0.4 mg/L であり、BAP が

これよりも高濃度になるとインドセンダンのカル

ス発生は抑制されるということが明らかになった。

今後は種々の条件で継代し、カルス成長に適した

培養条件、アザジラクチンの生産に適した培養条

件の検討を行う。 

 

 

Fig. 1 誘導から 3週間経過後の培地 2でのカルスの様子 

 

Fig. 2 誘導から 3週間経過後の培地 3でのカルスの様子 

 

Fig. 3 誘導から 3週間経過後の培地 Aでのカルスの様子 

 

Fig. 4 誘導から 3週間経過後の培地 Fでのカルスの様子 
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培地番号 カルス○ カルス△ カルス× 不定根形成 発⽣率(%)
1 2 2 1 0 80
2 5 0 0 5 100
3 5 0 0 5 100
4 1 1 3 0 40
5 4 1 0 3 100
6 1 4 0 3 100
7 0 1 4 0 20
8 3 1 1 0 80
9 0 1 4 0 20
A 5 0 0 0 100
B 5 0 0 0 100
C 5 0 0 0 100
D 2 1 2 0 60
E 5 0 0 0 100
F 5 0 0 1 100
G 2 1 2 0 60
H 5 0 0 0 100
I 5 0 0 0 100
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